
Outcome

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子

A）手術後48時間以内緊急再手術数、

B ） 一入院期間中の手術後30日以内緊急再手術数 （手術後48

時間以内含む）

分母の退院患者の内、一入院の間に指標 15 A） B）に当てはまる

（手術月は当月とは限らない）患者数。B）について、例えば脳血管疾

患で手術・入院し、骨折等で再手術した場合は除く。

分母 入院手術数（入院手術を行った退院患者数）
対象月の退院患者の内、一入院の間に手術室で手術（カテーテル、

内視鏡は除く）をおこなった患者数

収集

期間
１ヶ月毎

調整

方法

緊急再手術割合
Ａ）入院手術患者の術後48時間以内緊急再手術割合、

Ｂ）一入院期間中の手術後30日以内緊急再手術割合

指 標

30

指標の意義

指標の計算式、分母・分子の解釈

・外科系チームの医療の質の評価。

考察

A）最小値：0  25％値：0  中央値：0  75％値：0.34  最大値：0.81

B）最小値：0  25％値：0  中央値：0.3  75％値：0.81  最大値：1.43

回答病院 57

2017年における手術総件数は36,621件でした。そのうちＡ）手術後48時間以内緊急再手術数は116件、中央値は0

となっており、前年同様半数以上の施設で手術後48時間以内緊急再手術は行われなかったことがわかります。全体を

通じて手術後48緊急再手術割合の増加があった病院は15施設、減少があった病院は16施設ありました。手術後48時

間以内緊急再手術全体の割合を見ると2016年は0.17％であったのに対し、2017年では0.39％となっており、手術後

48時間以内緊急再手術割合は0.22ポイント増加となっています。

Ｂ）１入院期間中の手術後30日以内緊急再手術数（手術後48時間以内含む）は、313件、中央値は0.3となっており、

前年と比較して0.14減少となりました。

全体を通じて手術後30日以内緊急再手術割合の増加があった病院は17施設、減少があった病院は20施設ありまし

た。手術後30日以内緊急再手術全体の割合を見ると2016年は0.66％であったのに対し、2017年では0.52％となって

おり、手術後30日以内緊急再手術割合は0.14ポイント減少となっています。

各施設で再手術に至った事例の検証を行う事で医療の質の向上を図り、その内容を公表し情報共有することによって、

改善支援を行い全体のさらなる底上げ効果を期待します。
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